
は
じ
め
に

雲
南
市
三
刀
屋
町
の
禅
定
寺
は
、
重
要
文
化
財
の
観
音
菩
薩
立
像
や
県
指
定
文
化
財
の

阿
弥
陀
三
尊
像
と
い
っ
た
平
安
期
の
重
要
作
例
を
伝
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
像
に
加
え
、三
軀
の
天
部
形
立
像
が
雲
南
市
指
定
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、状

態
の
良
い
一
軀
を
除
き
、
美
術
史
学
の
見
地
か
ら
詳
細
な
情
報
を
紹
介
さ
れ
る
機
会
は
こ

れ
ま
で
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
本
稿
筆
者
は
以
前
、
こ
の
三
軀
を
実
査
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
が
、
さ
ら
に
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
五
月
に
な
り
、
今
後
の
仏
像
の
管
理
等
に

つ
い
て
同
寺
か
ら
相
談
を
受
け
た
雲
南
市
教
育
委
員
会
の
依
頼
に
よ
り
、
改
め
て
現
地
を

再
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
前
述
の
像
に
加
え
て
、
同

寺
観
音
堂
に
不
動
明
王
の
古
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
確
認
し
た
。
一
見
し

て
平
安
後
期
の
中
央
様
式
に
準
じ
た
秀
作
と
分
か
り
、
既
指
定
の
諸
像
に
並
ぶ
文
化
財
的

価
値
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

同
寺
と
協
議
の
う
え
、
同
寺
所
蔵
の
仏
像
に
つ
い
て
は
、
県
指
定
の
阿
弥
陀
三
尊
像
と

市
指
定
の
天
部
形
立
像
の
計
六
軀
に
加
え
て
、
こ
の
不
動
明
王
立
像
も
島
根
県
立
古
代
出

雲
歴
史
博
物
館
へ
寄
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
期
に
、
同
館
ミ
ニ
企
画
「
禅
定
寺

の
仏
像
」（
会
期
：
令
和
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
）
に
て
展
示
し
、
不

動
明
王
立
像
は
そ
こ
で
寺
外
初
公
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
四
月
二

十
四
日
、
同
像
は
雲
南
市
指
定
文
化
財
と
し
て
新
た
に
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
禅
定
寺
所
蔵
仏
像
の
調
査
か
ら
寄
託
、
展
示
に
至
る
以
上
の
経
緯
に
筆
者

が
携
わ
っ
た
立
場
か
ら
、
同
寺
所
蔵
像
の
う
ち
従
来
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
天

部
形
立
像
三
軀
と
、
新
出
の
不
動
明
王
立
像
の
市
指
定
文
化
財
計
四
軀
に
つ
い
て
、
調
査

等
を
通
し
て
得
た
基
本
情
報
と
そ
の
他
の
知
見
を
報
告
し
て
お
き
た
い（

（
（

。
な
お
、
重
要
文

化
財
の
観
音
菩
薩
立
像
と
県
指
定
文
化
財
の
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で

紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い（

（
（

。

一
、
諸
像
の
概
要

（
一
）
天
部
形
立
像

　三
軀
（
図
1
・
2
・
3
）

〔
形
状
〕

（
そ
の
（
）

頭
上
に
球
状
の
単
髻
を
結
い
、
宝
冠
（
円
筒
形
の
前
半
の
み
）・
天
冠
台
（
下
か
ら
紐
一

条
、
無
文
帯
も
し
く
は
列
弁
。
後
半
は
省
略
）
を
戴
く
。
髪
は
平
彫
り
。
左
右
こ
め
か
み

上
方
に
炎
髪
を
あ
ら
わ
す
。
眉
根
を
寄
せ
、
瞋
目
、
閉
口
す
る
。
鼻
孔
を
穿
つ
。
大
袖
衣
、

鰭
袖
衣
、
裙
、
袴
を
ま
と
い
、
着
甲
（
襟
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
前
楯
・
籠
手
・
脚
絆
。
胸

甲
は
明
瞭
に
し
な
い
）
し
、
甲
締
具
で
締
め
、
背
皮
を
つ
け
、
腰
帯
を
締
め
る
。
腰
帯
の

左
右
に
天
衣
を
か
ら
め
る
。
正
面
を
向
き
、
両
手
屈
臂
し
、
腰
を
左
に
捻
っ
て
右
足
を
少

し
側
方
に
踏
み
出
し
て
立
つ
。

二
一

三
刀
屋
町
・
禅
定
寺
の
天
部
形
立
像
と
新
出
の
不
動
明
王
立
像
に
つ
い
て

─
雲
南
市
指
定
文
化
財
の
紹
介
─

濱

　田

　恒

　志
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（
そ
の
（
）

頭
上
に
単
髻
を
結
い
、
宝
冠
・
天
冠
台
を
戴
く
。
左
右
こ
め
か
み
上
方
に
炎
髪
を
あ
ら
わ

す
。
眉
根
を
寄
せ
、
瞋
目
、
開
口
す
る
。
裙
、
袴
を
ま
と
い
、
着
甲
し
、
甲
締
具
で
締
め
、

背
皮
を
つ
け
、
腰
帯
で
締
め
、
左
右
に
天
衣
を
か
ら
め
る
。
沓
を
は
く
。
左
斜
前
を
向
き
、

腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
の
膝
を
曲
げ
な
が
ら
側
方
に
踏
み
出
し
て
立
つ
。

（
そ
の
（
）

着
兜
。
着
甲
す
る
か
。
正
面
を
向
き
、
左
手
屈
臂
し
て
立
つ
。
他
詳
細
不
明
。

〔
法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
以
下
同
じ
）〕

（
そ
の
（
）

像
高
　
一
〇
九
・
四

髪
際
高
　
九
五
・
四

頂
─
顎
　
二
六
・
一	

面
長
　
一
二
・
一

面
幅
　
一
一
・
四	

耳
張
　
一
三
・
七

面
奥
　
一
六
・
六	

胸
奥
（
左
）
一
五
・
九
（
右
）
一
五
・
七

腹
奥
　
一
八
・
九	

肘
張
　
四
〇
・
二

腋
下
張
　
二
〇
・
六	

裙
裾
張
　
三
〇
・
〇

足
先
開
（
現
状
）
二
三
・
〇

（
そ
の
（
）

像
高
　
一
五
三
・
六

頂
─
顎
　
三
二
・
二	

面
幅
　
一
三
・
六

耳
張
　
一
七
・
四	

炎
髪
張
　
一
九
・
二

面
奥
　
二
二
・
〇	

胸
奥
（
左
）
二
〇
・
五
（
右
）
二
一
・
八

腹
奥
　
二
四
・
四	

腋
下
張
　
二
七
・
〇

裙
裾
張
（
右
膝
か
ら
左
膝
で
）
四
六
・
四	

足
先
開
（
現
状
）
四
四
・
四

（
そ
の
（
）

像
高
　
八
九
・
九

兜
張
　
一
三
・
七	

面
奥
　
一
二
・
二

胸
奥
　
一
三
・
三	

腹
奥
　
一
二
・
八

肘
張
（
現
状
右
手
欠
失
）
二
八
・
八	

裙
裾
張
　
二
六
・
六

足
先
開
（
現
状
）
二
三
・
一

〔
品
質
構
造
〕

（
そ
の
（
）

カ
ヤ（

（
（

。
一
木
造
り
。
彩
色
。

頭
体
幹
部
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
芯
は
像
内
中
央
に
籠
め
る
。
両
肩
先
は
別
材
製
、

丸
棒
状
の
雇
い
枘
で
接
合
す
る
。
表
面
は
現
状
の
大
部
分
で
素
地
を
呈
す
る
が
、一
部
に
白

下
地
が
残
る
。
眉
・
顎
鬚
に
墨
描
。
目
は
、
黒
目
は
黒
に
白
・
黒
で
縁
取
り
、
白
目
は
赤
。

（
そ
の
（
）

モ
ク
レ
ン
属
（
ホ
オ
ノ
キ
か（

（
（

）。
一
木
造
り
。
現
状
素
地
。

頭
体
幹
部
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
芯
は
像
内
中
央
に
籠
め
る
。
両
肩
先
は
別
材
製
。

（
そ
の
（
）

針
葉
樹
か
。
一
木
造
り
。
現
状
素
地
。

現
状
の
全
容
を
一
材
で
彫
成
。
内
刳
り
な
し
。
木
芯
は
像
内
左
寄
り
に
籠
め
る
。
左
右
側

面
及
び
背
面
の
そ
れ
ぞ
れ
下
方
に
用
材
の
節
が
あ
る
。

〔
保
存
状
態
〕

（
そ
の
（
）

二
二
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両
手
先
、
両
足
先
欠
失
ま
た
は
亡
失
。
全
体
に
朽
損
、
虫
害
が
あ
る
。

（
そ
の
（
）

両
肩
先
の
一
部
は
残
存
す
る
が
、体
幹
部
に
接
合
す
る
た
め
の
雇
い
枘
亡
失
。
全
体
に
干

割
れ
、
朽
損
な
ど
の
損
傷
が
著
し
い
。

（
そ
の
（
）

右
肩
先
、
両
足
先
欠
失
。
全
体
に
損
傷
著
し
い
。
像
正
面
に
は
全
体
に
焼
損
の
跡
が
あ

る
。

〔
伝
来
〕

一
、
も
と
は
同
寺
蔵
王
堂
に
伝
来（

（
（

。
近
時
ま
で
同
寺
収
蔵
庫
に
安
置
。

二	

、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
十
二
月
十
九
日
、
三
刀
屋
町
指
定
文
化
財
に
指
定
。
現
在
は

合
併
に
よ
り
雲
南
市
指
定
文
化
財
。

三
、
令
和
六
年
七
月
十
八
日
、
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
寄
託
。

（
二
）
不
動
明
王
立
像

　一
軀
（
図
4
）

〔
形
状
〕

頭
頂
に
莎
髻
を
結
う
。
莎
髻
は
頭
頂
か
ら
周
囲
へ
七
弁
状
に
髪
の
輪
を
あ
ら
わ
す
。
頭
髪

は
正
面
お
よ
び
両
側
面
の
髪
際
の
み
を
巻
髪
と
し
、他
は
波
打
つ
髪
束
を
垂
ら
す
。
い
ず
れ

も
疎
ら
彫
り
。
左
耳
前
を
通
っ
て
左
肩
に
弁
髪
を
垂
ら
す
。
頭
髪
の
正
面
中
央
に
花
形
飾
り

を
配
し
、同
側
背
面
に
天
冠
台
様
の
紐
二
条
を
あ
ら
わ
す
。
額
に
三
条
の
水
波
相
。
眉
根
を

寄
せ
、
左
目
は
眇
め
、
右
目
は
瞋
ら
せ
る
。
口
を
へ
の
字
に
閉
じ
、
左
上
牙
を
下
出
、
右
下

牙
を
上
出
す
る
。
耳
朶
環
状
貫
通
。
三
道
相
。

条
帛
、
裙
、
腰
布
、
腰
帯
を
ま
と
う
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
右
脇
腹
へ
斜
め
に
懸
け
る
。
裙

は
正
面
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
、
上
縁
は
側
背
面
で
折
り
返
し
、
背
面
で
は
跳
ね
上
げ
る
。

腰
布
は
正
面
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
腰
帯
で
こ
れ
ら
を
締
め
、正
面
で
両
輪
結
び
と
す

る
。正

面
を
向
き
、左
手
は
肘
を
軽
く
曲
げ
な
が
ら
垂
下
し
左
腰
脇
で
全
指
を
曲
げ
て
羂
索
を

執
り
、右
手
は
肘
を
側
方
に
張
っ
て
曲
げ
右
脇
腹
前
で
全
指
を
曲
げ
て
剣
を
執
る
。
腰
を
右

に
捻
り
、
右
足
を
軸
と
し
て
左
足
を
や
や
前
に
出
し
て
立
つ
。

〔
法
量
〕

像
高
　
九
七
・
二

髪
際
高
　
九
一
・
三

頂
─
顎
　
一
七
・
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
長
　
一
一
・
五

面
幅
　
一
〇
・
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳
張
　
一
三
・
九

面
奥
（
現
状
鼻
先
欠
失
）
一
四
・
八
　
　
　
　
胸
奥
（
右
）
一
四
・
六

腹
奥
　
一
七
・
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肘
張
　
四
一
・
三

腋
下
張
　
一
九
・
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裙
裾
張
　
二
五
・
三

足
先
開
（
外
）
一
七
・
〇
（
内
）
八
・
五

〔
品
質
構
造
〕

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）。
割
矧
ぎ
造
り
。
彩
色
。

頭
体
幹
部
一
材
製
。
木
芯
後
方
に
外
す
。
背
面
首
下
か
ら
両
足
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
に

割
り
矧
ぎ
、
内
刳
り
す
る
。
両
手
は
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぎ
、
左
肩
お
よ
び
両
手
首
に
マ

チ
材
を
矧
ぐ
。
両
足
先
、
両
足
枘
、
左
足
首
の
外
側
、
裙
裾
背
面
・
同
左
側
面
、
各
別
材
矧

ぎ
。
背
面
上
方
に
方
形
の
埋
木
。

二
三
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〔
保
存
状
態
〕

鼻
先
欠
失
。
右
耳
朶
（
別
材
製
、
後
補
か
）
亡
失
。
左
肩
上
の
弁
髪
の
一
部
、
別
材
製
亡

失
。
両
肩
か
ら
先
、
両
足
先
、
両
足
枘
、
右
足
首
の
外
側
、
裙
裾
背
面
、
同
左
側
面
、
背
面

上
方
の
埋
木
、
表
面
彩
色
の
全
て
、
以
上
後
補
。
左
肩
後
方
の
マ
チ
材
一
部
亡
失
。

付
属
品
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。
持
物
の
宝
剣
（
木
製
）
お
よ
び
羂
索
（
銅
の
芯
の
み
残

存
）、
台
座
（
木
造
彩
色
。
岩
座
及
び
框
。
高
一
七
・
三
（
天
板
で
）、
張
六
四
・
三
（
框
）、

奥
三
四
・
四
（
框
）。
方
形
台
座
の
周
囲
の
框
上
に
流
木
を
並
べ
て
岩
座
を
表
現
す
る
）、
光

背
（
木
造
彩
色
。
火
焔
光
。
高
一
二
六
・
五
、
最
大
幅
五
四
・
五
）、
以
上
後
補
。

〔
銘
記
〕

光
背
裏
に
次
の
墨
書
銘
が
あ
る
（
異
体
字
は
適
宜
常
用
漢
字
に
改
め
た
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
拾
五
壬

午
年
　
　
　
佛
師
松
江
住
後
藤
次
左
衛
門
尉

（
梵
字
）
奉
荘
厳
不
動
明
王
尊
像
并
火
焔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
吉
日
　
　
　
　
　
　
當
住
　
光
明
院
　
豪
祐

〔
伝
来
〕

一	

、
近
年
ま
で
、
同
寺
観
音
堂
の
須
弥
壇
上
、
本
尊
観
音
菩
薩
立
像
（
重
要
文
化
財
）
が
か

つ
て
安
置
さ
れ
て
い
た
厨
子
の
右
脇
（
本
尊
に
と
っ
て
）
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。

二	

、
光
背
裏
墨
書
銘
は
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
、
本
像
な
ら
び
に
光
背
を
荘
厳

（
本
像
の
修
理
と
光
背
の
補
作
か
）
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
松
江
住
の
仏
師
後
藤
次

左
衛
門
尉
、
な
ら
び
に
願
主
と
み
ら
れ
る
豪
祐
に
つ
い
て
は
未
詳
。
た
だ
し
、
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
か
ら
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
か
け
て
の
禅
定
寺
の
住
職
は
豪
瑞
と
い

う
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（
（

。
ま
た
禅
定
寺
は
近
世
に
は
鰐
淵
寺
の
末
寺
で
あ

り
、近
世
文
書
に
よ
れ
ば
鰐
淵
寺
の
住
僧
と
し
て
名
前
に
豪
を
冠
す
る
人
物
が
複
数
確
認

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
豪
祐
は
禅
定
寺
の
関
係
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、ま
た
光

背
補
作
の
頃
に
は
本
像
が
禅
定
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

三	

、
近
世
・
近
代
の
地
誌
類
に
よ
れ
ば
、
禅
定
寺
の
本
堂
や
護
摩
堂
に
不
動
明
王
像
が
存
在

し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
も
の
の（

（
（

、
そ
れ
ら
が
本
像
に
相
当
す
る
か
は
確
証
が
な
い
。

四
、
令
和
六
年
七
月
十
八
日
、
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
寄
託
。

五
、
令
和
七
年
四
月
二
十
四
日
、
雲
南
市
指
定
文
化
財
に
指
定
。

二
、
作
風
と
制
作
年
代
の
検
討

（
一
）
天
部
形
立
像

ま
ず
三
軀
の
尊
格
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。禅
定
寺
の
収
蔵
庫
に
安
置
さ
れ
る
前
は
同
寺

蔵
王
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、あ
る
時
期
か
ら
は
蔵
王
権
現
像
と
み
な
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。（
そ
の
（
）
像
の
右
足
を
高
く
上
げ
る
姿
勢
は
、
蔵
王
権
現
像
と
近
似
す

る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、（
そ
の
（
）・（
そ
の
（
）
の
両
像
は
着
甲
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
損
傷
著
し
い
（
そ
の
（
）
像
も
甲
を
ま
と
い
、
兜
を
被
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
ゆ
え
に
一
般
的
な
蔵
王
権
現
像
の
服
制
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、

三
像
が
元
か
ら
蔵
王
権
現
像
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。ま
た
三
軀
と
も
内
刳
り
の
な
い

一
木
造
り
と
い
う
古
様
の
構
造
で
あ
り
、量
感
の
あ
る
体
つ
き
と
変
化
を
つ
け
た
姿
勢
を
と

る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
代
は
平
安
時
代
の
あ
い
だ
が
ま
ず
は
想
定
さ
れ
る
が
、
作
風
は
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
り
、
一
具
の
作
で
は
な
い
。
以
上
か
ら
こ
れ
ら
三
像
は
、
複
数
造
ら
れ
た
四
天

王
な
い
し
二
天
王
立
像
が
一
軀
ず
つ
残
っ
た
か
、独
尊
の
毘
沙
門
天
立
像
が
複
数
回
に
分
け

二
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て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
作
風
か
ら
制
作
年
代
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
が
、（
そ
の
（
）
像
に
つ
い
て

は
全
体
に
わ
た
っ
て
損
傷
が
著
し
い
た
め
詳
細
な
検
討
は
難
し
い
。
以
下
、残
る
二
像
に
つ

い
て
個
別
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
（
そ
の
（
）
像
に
つ
い
て
。
本
像
を
実
見
し
た
際
に
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、各

部
表
現
の
彫
り
の
深
さ
で
あ
る
。
眉
や
目
の
輪
郭
の
稜
線
は
鋭
く
彫
ら
れ
、
左
右
の
炎
髪

の
髪
束
、
各
部
の
甲
の
縁
、
正
面
股
下
の
衣
文
線
な
ど
も
刻
線
も
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
全
体

の
量
感
も
豊
か
で
、
胸
・
腹
・
腰
の
各
部
に
は
張
り
が
あ
り
、
体
奥
も
厚
く
表
現
さ
れ
る
。

以
上
の
諸
特
徴
は
、
本
像
が
平
安
時
代
半
ば
を
降
ら
な
い
頃
の
作
で
あ
る
こ
と
を
想
定
さ

せ
る
。
頭
部
は
や
や
大
き
め
で
胴
部
は
太
く
、
総
じ
て
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
軀
を
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
体
軀
の
バ
ラ
ン
ス
は
京
都
・
仁
和
寺
二
天
王
立
像
（
仁
和
四
年
〔
八
八
八
〕

頃
）、
同
・
清
凉
寺
四
天
王
立
像
（
寛
平
八
年
〔
八
九
六
〕
頃
）、
同
・
観
音
寺
四
天
王
立
像

（
昌
泰
二
年
〔
八
九
九
〕
頃
）
な
ど
の
九
世
紀
末
の
中
央
作
例
に
通
ず
る
だ
ろ
う（

（
（

。
観
音
寺

像
を
ほ
か
二
例
と
比
べ
た
場
合
、観
音
寺
像
に
は
体
軀
の
張
り
や
姿
勢
の
硬
さ
が
認
め
ら
れ

る
が
、
本
像
は
そ
う
し
た
傾
向
が
更
に
進
ん
だ
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
以
上
よ
り
、

制
作
年
代
は
十
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
像
と
出
雲
市
・
萬
福
寺
（
大
寺
薬
師
）
四
天
王
立
像
（
図
（
～

（
）
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、改
め
て
検
討
し
た
い
。
本
像
を
初
め

て
詳
細
に
紹
介
し
た
的
野
克
之
氏
は
、
動
勢
を
抑
え
た
姿
勢
、
短
い
裳
裾
、
甲
や
甲
締
具
の

形
式
、袴
の
形
な
ど
の
細
部
表
現
が
両
像
と
の
間
で
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
改

め
て
両
像
を
比
較
し
て
み
る
と
、
①
球
状
の
髻
を
結
い
、
半
円
筒
形
の
宝
冠
を
戴
く
こ
と
、

②
上
瞼
が
幅
広
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
、
③
耳
は
全
体
に
小
振
り
で
あ
る
一
方
、
耳
輪
は
厚
く

幅
広
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
、
④
顎
を
引
き
、
腰
を
反
ら
せ
、
腹
部
を
突
き
出
す
姿
勢
を
と
る

こ
と
、
⑤
大
袖
の
垂
れ
る
部
分
が
小
振
り
で
あ
る
こ
と
、
⑥
正
面
中
央
で
甲
締
め
の
紐
が

交
差
す
る
箇
所
に
、
円
形
の
花
形
飾
り
を
あ
し
ら
う
こ
と
、
⑦
甲
締
具
に
よ
っ
て
締
め
ら
れ

た
腹
部
が
大
き
く
張
り
を
み
せ
る
こ
と
、
⑧
腰
帯
は
太
く
、
き
つ
く
捻
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

⑨
前
盾
の
下
端
が
左
右
に
大
き
く
開
く
こ
と
、
⑩
股
下
に
お
い
て
、
左
右
か
ら
打
ち
合
わ
さ

れ
る
表
甲
の
下
端
が
尖
り
を
み
せ
、
そ
れ
が
Ｘ
字
状
に
交
差
す
る
よ
う
に
重
ね
ら
れ
る
こ

と
、
⑪
股
下
か
ら
垂
れ
る
裙
の
衣
文
が
、
き
つ
い
Ｕ
字
を
平
行
に
重
ね
た
形
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
の
多
く
の
点
で
、
本
像
と
萬
福
寺
四
天
王
立
像
の
い
ず
れ
か
（
あ
る
い
は
い
ず
れ
も
）

と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
前
の
指
摘
の
と
お
り
、両
像
の
作
風
は
同
一
系

統
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、萬
福
寺
像
の
よ
う
に
拝
者
を
圧
倒
す
る
よ
う

な
迫
力
は
本
像
に
は
み
ら
れ
ず
、本
像
の
表
情
や
動
き
は
お
と
な
し
い
。
こ
こ
に
萬
福
寺
像

と
の
作
行
き
の
違
い
が
あ
る
の
は
確
か
で
、本
像
の
作
者
は
萬
福
寺
像
と
同
一
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
（
そ
の
（
）
像
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。（
そ
の
（
）
像
と
比
べ
て
全
体
に
長
身
で

あ
り
、
腰
を
左
に
大
き
く
捻
り
右
足
を
外
に
曲
げ
て
高
く
踏
み
出
す
動
勢
や
、
長
い
裙
裾
が

後
方
へ
大
き
く
流
れ
る
服
制
な
ど
が
（
そ
の
（
）
像
と
は
大
き
く
異
な
る
。
先
述
の
と
お
り

用
材
の
樹
種
も
両
像
の
間
で
異
な
り
、
以
上
の
点
か
ら
両
像
が
同
時
・
同
工
の
作
と
は
思
わ

れ
な
い
。（
そ
の
（
）
像
よ
り
も
（
そ
の
（
）
像
の
方
が
細
身
で
量
感
の
減
退
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
後
者
の
方
が
時
代
の
降
る
根
拠
と
み
て
、
後
者
は
十
一
世
紀
の
作
と

考
え
て
お
き
た
い
。
先
述
の
通
り
（
そ
の
（
）
像
に
は
萬
福
寺
像
と
近
い
表
現
が
い
く
つ
か

認
め
ら
れ
た
が
、
一
方
（
そ
の
（
）
像
は
、
上
半
身
が
細
く
下
半
身
が
太
い
体
軀
、
足
を
大

き
く
踏
み
出
す
躍
動
感
、
顕
著
に
長
い
裙
裾
、
な
ど
の
点
で
安
来
市
・
清
水
寺
根
本
堂
の
四

天
王
立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
と
多
く
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

禅
定
寺
の
両
像
の
表
現
が
当
地
の
重
要
作
例
に
通
ず
る
事
実
は
、
十
・
十
一
世
紀
の
出
雲

に
お
い
て
、
様
式
を
共
有
す
る
造
像
が
寺
院
や
郡
域
を
ま
た
ぎ
、
一
定
程
度
の
広
さ
を
も
つ

領
域
の
な
か
で
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。同
様
の
こ
と
は
禅
定
寺
の
観
音
菩
薩
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立
像
と
阿
弥
陀
三
尊
像
を
含
め
た
出
雲
の
如
来
像
・
菩
薩
像
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る
が（

（（
（

、
こ
の
た
び
紹
介
し
た
禅
定
寺
の
二
像
も
ま
た
、
様
式
を
共
有
す
る
在
地
造
像
の
広

が
り
が
当
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
存
在
だ
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
不
動
明
王
立
像

本
像
は
先
述
の
と
お
り
後
補
の
箇
所
が
多
い
も
の
の
、頭
体
幹
部
は
造
像
当
初
の
よ
う
す

を
概
ね
保
ち
、
総
じ
て
都
の
作
風
に
準
ず
る
洗
練
さ
れ
た
高
い
出
来
映
え
を
み
せ
て
い
る
。

原
則
と
し
て
、
本
像
の
姿
は
九
世
紀
末
に
安
然
が
説
き
、
十
世
紀
末
の
玄
朝
に
よ
っ
て
そ

の
造
形
が
確
立
さ
れ
た
十
九
観
に
基
づ
く
。
十
九
観
様
の
不
動
明
王
像
は
平
安
後
期
以
降

に
多
数
作
ら
れ
る
が
、
本
像
と
は
異
な
り
頭
髪
を
す
べ
て
巻
髪
と
す
る
例
が
多
い
。
一
方
、

本
像
の
場
合
は
前
掲
の
よ
う
に
髪
際
の
み
を
巻
髪
と
し
、他
は
波
打
つ
髪
束
を
垂
ら
し
て
お

り
、こ
う
し
た
折
衷
風
の
髪
型
の
作
例
は
十
一
世
紀
を
中
心
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

た
だ
し
本
像
の
場
合
、
全
体
的
に
平
安
後
期
の
穏
や
か
な
作
風
を
み
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
的
確
な
立
体
感
を
み
せ
る
衣
文
や
、
誇
張
が
な
く
自
然
な
量
感
の
あ
る
体
つ
き
な
ど
、

各
部
の
表
現
に
現
実
性
の
萌
芽
が
み
え
、平
安
後
期
の
中
で
も
鎌
倉
時
代
に
や
や
近
い
頃
の

作
で
あ
る
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
。本
像
と
同
様
に
洗
練
さ
れ
た
衣
文
と
お
と
な
し
い
体
つ

き
を
示
し
、ま
た
十
九
観
様
に
基
づ
き
つ
つ
髪
際
の
み
を
巻
髪
と
す
る
不
動
明
王
立
像
の
類

例
と
し
て
、
兵
庫
・
光
久
寺
像
が
あ
る
。
同
像
に
は
、
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
な
が
ら
承
安

元
年
（
一
一
七
一
）
に
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
寺
伝
が
あ
り
、そ
れ
は
同
像
の
制
作
年
代
と
し

て
も
妥
当
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。
本
像
の
制
作
年
代
も
、同
様
に
十
二
世
紀
と
考
え
て
お

き
た
い
。

出
雲
地
方
の
古
代
・
中
世
仏
教
は
、
島
根
半
島
と
中
国
山
地
の
そ
れ
ぞ
れ
に
密
教
系
の
山

岳
寺
院
が
多
数
営
ま
れ
た
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
、
な
か
で
も
雲
南
市
の
北
部
は
、
平
安

期
の
尊
像
の
秀
作
が
集
中
す
る
県
内
で
も
有
数
の
地
域
で
あ
る
。不
動
明
王
は
そ
う
し
た
密

教
寺
院
で
厚
く
信
仰
さ
れ
た
尊
格
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
出
雲
地
方
に
伝
わ

る
平
安
期
の
古
像
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず（

（1
（

、密
教
寺
院
が
隆
盛
し
た
地
域
と
し

て
は
、
や
や
異
例
の
状
況
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
本
像
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
来

歴
こ
そ
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
当
地
に
伝
わ
る
不
動
明
王
像
の
秀
作
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、

本
市
域
で
栄
え
た
で
あ
ろ
う
密
教
文
化
の
具
体
相
を
知
る
う
え
で
新
た
に
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
の
た
び
紹
介
し
た
、
禅
定
寺
の
天
部
形
立
像
と
不
動
明
王
立
像
の
二
件
の
作
例
は
、
い

ず
れ
も
当
地
に
お
け
る
平
安
中
・
後
期
の
重
要
作
例
で
あ
り
つ
つ
、
興
味
深
い
対
照
性
も
示

し
て
い
る
。
萬
福
寺
像
や
清
水
寺
像
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
天
部
形
立
像
は
、古
代
以
来

の
当
地
の
在
地
造
像
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
べ
き
作
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
や
や
降
っ

た
十
二
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
不
動
明
王
立
像
は
、中
央
作
例
に
準
ず
る
作
風
を

顕
著
に
し
、
そ
れ
以
前
の
在
地
造
像
に
通
ず
る
よ
う
な
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
。
　

こ
う
し
た
差
異
が
生
ず
る
要
因
は
、
ま
ず
は
制
作
年
代
の
違
い
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。不
動
明
王
立
像
が
造
像
当
初
か
ら
当
地
に
あ
っ
た
か
否
か
は
検
討
の
余
地
を
残
す
も
の

の
、
出
雲
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
十
二
世
紀
の
主
要
尊
像
、
例
え
ば
安
来
市
・

清
水
寺
の
丈
六
阿
弥
陀
如
来
坐
像
や
出
雲
市
・
鰐
淵
寺
の
銅
造
不
動
明
王
像
な
ど
を
思
い
起

こ
し
て
み
て
も
、
や
は
り
十
二
世
紀
に
至
り
、
そ
れ
以
前
の
像
と
の
表
現
上
の
断
絶
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、中
央
様
式
の
直
接
的
な
受
容
と
彫
技
の
水
準
の
大

二
六
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幅
な
向
上
で
あ
り
、
そ
し
て
旧
来
の
地
域
様
式
の
喪
失
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
地
方
造
像
史
に

お
け
る
古
代
と
中
世
の
転
換
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う（

（1
（

。こ
の
た
び
本
稿
紹
介
の
不
動

明
王
立
像
が
新
た
に
見
出
さ
れ
た
意
義
は
、当
地
に
お
い
て
貴
重
な
密
教
尊
の
古
像
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
の
よ
う
な
地
方
造
像
史
の
重
要
問
題
を
照
射
し
て
い
る
点

に
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

【
注
】

（
（
）
天
部
形
立
像
の
う
ち
一
軀
を
紹
介
し
た
文
献
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
的
野
克
之
「
禅
定
寺
の
木
造
天
部
形
立
像
に
つ
い
て
」（『
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
№
（（
、
島
根
県
立
博
物

館
、
一
九
八
八
年
）。

・『
島
根
の
文
化
財
─
仏
像
彫
刻
篇
』（
島
根
県
立
博
物
館
、
一
九
九
〇
年
）
一
二
七
～
一
二
八
頁
の
当
該

像
作
品
解
説
（
執
筆
は
的
野
克
之
氏
）。

（
（
）
天
部
形
立
像
の
実
査
は
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
二
日
に
禅
定
寺
に
て
、不
動
明
王
立
像
の
実
査
は
二

〇
二
四
年
八
月
十
日
・
二
十
三
日
に
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
に
て
濱
田
恒
志
が
行
っ
た
。
本
稿
記
載
の

各
像
の
基
礎
デ
ー
タ
は
こ
の
実
査
に
基
づ
く
。

（
（
）
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
編
『
島
根
の
仏
像
─
平
安
時
代
の
ほ
と
け
・
人
・
祈
り
─
』
図
録

（
同
館
、
二
〇
一
七
年
）
一
五
七
～
一
六
〇
頁
の
当
該
像
作
品
解
説
（
濱
田
恒
志
執
筆
）。
ま
た
、
濱
田

恒
志
「
出
雲
市
・
高
野
寺
観
音
菩
薩
立
像
と
日
蔵
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
─
近
年
再
発
見

の
出
雲
市
内
所
在
平
安
彫
刻
二
例
─
」（『
古
代
文
化
研
究
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
二
四
年
）
で
も
当
該

像
の
制
作
年
代
や
作
風
の
広
が
り
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
前
掲
注
（
『
島
根
の
文

化
財
─
仏
像
彫
刻
篇
』
が
当
該
像
の
基
本
情
報
に
詳
し
い
。

（
（
）
濱
田
恒
志
・
田
鶴
寿
弥
子
「
島
根
県
内
に
所
在
す
る
木
彫
仏
像
・
神
像
の
樹
種
調
査
」（『
古
代
文
化

研
究
』
第
三
十
一
号
、
二
〇
二
三
年
）
九
十
七
頁
。

（
（
）
前
掲
注
（
に
同
じ
。

（
（
）
前
掲
注
（
的
野
氏
論
文
、
四
頁
な
ど
参
照
。

（
（
）『
出
雲
國
飯
石
郡
寺
院
明
細
帳
』（
近
代
。
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
の
複
写
本
を
確
認
）
の
禅
定
寺

項
。
明
和
八
年
に
蔵
王
堂
を
、
安
永
二
年
に
弥
山
堂
を
再
建
し
た
と
し
て
豪
瑞
の
名
が
出
る
。

（
（
）
該
当
の
記
載
は
次
の
通
り
。「
渓
光
山
禅
定
寺
　
本
堂
不
動
明
王
　
十
二
天
」（『
出
雲
鍬
』〔
十
八
世

紀
半
ば
。『
松
江
市
史
　
史
料
編
五
　
近
世
Ⅰ
』
所
載
〕）、「（
前
略
）
中
昔
大
内
家
尼
子
毛
利
等
当
国
領

掌
之
刻
天
文
年
ノ
頃
度
々
戦
争
兵
火
ニ
諸
堂
坊
宇
伽
藍
等
焼
失
ス
雖
モ
然
ル
ト
根
本
聖
観
音
之
尊
像
始

三
尊
之
弥
陀
鎮
守
之
尊
像
三
尊
来
迎
之
弥
陀
不
動
尊
像
等
焼
残
リ
テ
行
基
及
ヒ
性
空
彫
刻
之
尊
像
今
ニ

存
在
ス
（
中
略
）
境
内
仏
堂
八
宇
　
護
摩
堂
　
本
尊
大
聖
不
動
明
王
　
由
緒
康
保
之
頃
中
興
先
徳
性
空

上
人
堂
宇
建
立
勧
請
之
由
本
尊
不
動
尊
則
上
人
栢
ノ
木
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
彫
刻
安
置
ス
（
後
略
）」（
前
掲

注
（
『
出
雲
國
飯
石
郡
寺
院
明
細
帳
』、
原
文
マ
マ
）

（
（
）
九
世
紀
末
の
京
都
の
四
天
王
像
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、伊
東
史
朗
「
仁
和
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
の
諸
問

題
と
同
寺
二
天
像
」・「
東
寺
食
堂
四
天
王
像
に
つ
い
て
─
図
像
と
技
法
か
ら
見
た
聖
宝
、
会
理
時
代
─
」

（
と
も
に
同
氏
『
平
安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
〇
年
所
収
〔
初
出
は
一
九

八
九
年
・
一
九
九
八
年
〕）、
伊
東
史
朗
『
日
本
の
美
術
　
第
四
七
九
号
　
十
世
紀
の
彫
刻
』（
至
文
堂
、

二
〇
〇
六
年
）
三
十
一
～
三
十
二
頁
な
ど
参
照
。

（
（0
）
前
掲
注
（
的
野
氏
論
文
お
よ
び
解
説
。

（
（（
）
前
掲
注
（
拙
稿
「
出
雲
市
・
高
野
寺
観
音
菩
薩
立
像
と
日
蔵
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」。

（
（（
）
山
岸
公
基
「
平
安
時
代
の
不
動
明
王
彫
像
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
第
八
号

〔
平
成
二
年
度
版
〕、
一
九
九
一
年
）
一
九
一
頁
。

（
（（
）
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展
　
ふ
る
さ
と
の
み
ほ
と
け
─
播
磨
の
仏
像
─
』
図
録
（
同
館
、

一
九
九
一
年
）
一
一
四
頁
の
当
該
像
作
品
解
説
（
執
筆
は
神
戸
佳
文
氏
）。

（
（（
）
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
出
雲
市
・
鰐
淵
寺
像
（
銅
造
。
重
要
美
術
品
、
十
二
世
紀
）、
安
来
市
・

清
水
寺
像
（
十
二
世
紀
）、
松
江
市
・
千
手
院
像
（
十
一
～
十
二
世
紀
）
な
ど
が
あ
る
。
鰐
淵
寺
像
に
つ

い
て
は
前
掲
注
（
『
島
根
の
文
化
財
─
仏
像
彫
刻
篇
』
や
前
掲
注
（
図
録
な
ど
を
参
照
。
清
水
寺
像
と

千
手
院
像
に
つ
い
て
は
椋
木
賢
治
「
島
根
県
仏
像
調
査
報
告
（
令
和
三
年
度
）」（『
島
根
県
立
美
術
館
研

究
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
二
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
（（
）
こ
の
問
題
は
次
の
拙
稿
で
論
じ
た
。
濱
田
恒
志
「
出
雲
の
仏
像
・
神
像
に
と
っ
て
の
「
中
世
」」（『
中

世
日
本
宗
教
史
　
第
一
巻
』
春
秋
社
、
近
刊
）。

【
図
版
の
出
典
】

図
（
～
（
は
本
稿
筆
者
撮
影
。
図
（
～
（
は
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写
真
。

【
付
記
】

本
像
の
寄
託
お
よ
び
本
稿
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
赤
井
賢
照
住
職
を
は
じ
め
と
す
る
禅
定
寺
の
皆
様

か
ら
寛
大
な
る
御
厚
情
を
賜
り
、
雲
南
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
各
位
か
ら
は
多
く
の
御
協
力
を
賜
っ

た
。
萬
福
寺
住
職
・
松
井
秀
宣
様
か
ら
は
写
真
掲
載
に
つ
き
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
七
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二
八

図 1-1　天部形立像（その 1）
雲南市三刀屋町・禅定寺

図 1-3　同・左側面

図 1-2　同・右斜側面

図 1-4　同・右側面
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二
九

図 1-5　同・背面

図 2-1　天部形立像（その 2）
雲南市三刀屋町・禅定寺

図 1-6　同・頭部正面

図 2-2　同・右斜側面
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三
〇

図 2-3　同・左側面

図 2-5　同・両腕残欠

図 2-4　同・背面

図 3-1　天部形立像（その 3）
雲南市三刀屋町・禅定寺
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三
一

図 3-2　同・左側面

図 4-1　不動明王立像
雲南市三刀屋町・禅定寺

図 3-3　同・背面

図 4-2　同・右斜側面
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三
二

図 4-3　同・左側面

図 4-5　同・頭部正面

図 4-4　同・背面

図 4-6　同・像底

図 4-7　同・頭頂
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図 4-9　同・光背裏墨書銘
（画像処理済）

図 4-8　同・光背

図 5-1　四天王立像のうち持国天
出雲市・萬福寺

図 4-10　同・下半拡大

図 5-2　同・右側面三
三
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図 6-1　四天王立像のうち広目天
出雲市・萬福寺

図 7　四天王立像のうち多聞天
出雲市・萬福寺

図 6-2　同・頭部左側面
出雲市・萬福寺

三
四
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